
［対象：

1. ペーパークロマトグラフィ ーの仕組み

物質が 水に溶けて広がっていく時、物質によ

ってそれぞれ広がっていく速さが違う。

この性質を利用して、物質を分けることを

ペー パ ークロマトグラフィ ーという。語源は、

ギリシャ語のクロマ（色彩）からきている。

［ペー パ ー上で、物質を分ける方法］

• ろ紙を液につけると、液

はろ紙にしみていく。

・液がスポットの位置を通

る時、スポットの位置に

ある物質は、液とともに

ろ紙上を移動する。

。物質によって、ろ紙上を

移動する速さが違うので、

展開液（水やアル
コ ール等）

いくつかの色素が混ざってスポットされている

と、一定時間内の移動距離に違いが出てくるの

で、色素を分けることができる。

※物質によって一定時間内の移動距離(Rf 値）

が違うので、移動した距離を測定することによ

り、どんな物質かを調べることができる。

2 。 円形ろ紙を使って、水滴を落と

。ろ紙 ろ紙No. 2 又はNo. 3) ・試料

• ろ紙を置く台（シャ ー レかビ ー カ ー）

＊ねらい 植物の葉や水性インクや油性ペン

クロマトグラフィ ーで分

離し、水性インクや油性ペ

かの色素の混合物であることを調べさせる。

• 水 ・アルコ ー ル ・スポイト
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〇色が薄い場合は、乾かして数回つける。

(2)中心の試料の上に、 水を1
塁）

／ 水

ニ：ゞ］、さい時は、様子 □□□
を見ながら、1滴ずつ数滴落とす。

(3)乾燥させて、色が移動した

様子を観察し、色の種類を ここ言三言こ〉
調べる。

3. 円形ろ紙を使い、切り込みを入れる方法

(1)円形ろ紙に、幅1cmの切

り込みを入れて、切り込

んだ部分を垂直に折り曲

げる。

折り曲げた位置から 5 mm

くらい離れた位置に、試

料のスポット用の印をつ

けておく。

印の位置に試料を1滴落

とし、放置して乾かす。

(2)ろ紙を、展開液を入れた

シャ ー レの上にのせ、そ

＼ 

こ
の上に同じ直径のシャ ー レで蓋をして展開する。
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O展開液は、 シャ ー レに半分くらい入れる。

三
部

4 。 長方形ろ紙を利用する方法

• 長方形ろ紙 （ペ ー パー クロマト用）

・定規 • はさみ 。試料 ・展開液

・コ ー ヒ ー の空き瓶 （高さ15cm以上）
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ガラス棒

(2)ろ紙の取り付け ゴム栓を二分の 一に

切ったり、ゼムクリップをのばして通すとよい。
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(3)容器の工夫 メスシリンダーやロ ー ト

を利用すると、 下のような装置も作れる。

(1)長方形ろ紙（幅2cm、 長さ15cm)に、 下の図のよ

うに、 展開液につける目安となる線を引き、 調

べようとする試料をスポットする。
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びんの中
に入れる

(2)きれいに洗ったコ ー ヒ ーの瓶に、 下の図のよう

に、 ろ紙をセロハンテ ー プでとめて下げ、 蓋を

して密閉する。

(3)一番上まで展開液があがったら、終了する。

［展開装置の工夫］

(1)ろ紙のおもり 真っすぐ下に垂れ下るよ

う、 右上の図のようにしておもりを下げるとよ
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